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事業者名 益城町商工会女性部

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

EM(有用微生物群）活動を通して、益城町の水環境の改善を推進すると共に下流河川及び海までの環境美化
までも視野に入れ、地域住民の協力の下、持続可能な水環境の維持を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
EM活動を通した活性液普及・配布による水質の浄化や土
壌改良、地盤強化

202４年　７地区×1回×3ヶ月
（７月ー９月配布）
→202７年　8地区×1回×3カ月

社会

経済

環境

マジックボックス（生ごみバケツ）の各家庭への普及推進
生ごみバケツ普及個数
202４年 年間0個→202７年 年間
6個

社会

経済

環境

各事業所の事業承継を目指す
事業承継完了事業所数
202４年　1件
→202７年　3件

社会

経済

一般社団法人クリーン帯山（EM商品の仕入先、講習会の講師）・益城町（マジックボックス助成と活性液の受け
渡し）

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

7地区×月1回×3ヶ月
（7月－9月配布）
→配布地区増加には至らなかった

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

EM活動を通した活性液普及・配布による水質の浄化や土
壌改良、地盤強化

7地区×月1回×3ヶ月
（7月－9月配布）
→2023年には1地区増加

EM活性液、EMぼかし作りを女性部で行い、町内７地区へ
の配布、個人配付を行った。田畑の土壌改良、水路の水質
改善につながった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

未実施
→2023年には月１個家庭への販売

前期の指標に対する実績

マジックボックス(生ごみバケツ）の各家庭への普及推進

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

新型コロナウィルスの影響により普及推進が思うようにで
きなかった。引き続き推進を目指していきたい。

三側面
（分野に☑）

県商工会連合会等が主催する事業承継セミナーや個別相
談会への参加を促がすなど、事業承継に関する啓発に取り
組んだ。その結果、１件の事業承継を達成した。

事業承継：１件

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

各家庭への販売には至らなかった

各事業所の事業承継を目指す
（後継者育成、地域より人材採用）

未実施
→2023年より実施

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


